
◆大相撲「式秀部屋」を見学◆ 

犬山市スポーツ振興委員連絡協議会 

と き：平成 21年 7月 3日(金)7:00～8:00、4日(土)7:00～9:00 

ところ：式秀部屋（羽黒字竹ノ腰：日本コンクリート敷地内） 

 

犬山市スポーツ振興委員連絡協議会の事業である「スポーツに関わる視察・講習会を開き、研修会に

努めること。」として実施しました。 

きっかけは当協議会の横井耕市会長の提案から、「ここ（式秀部屋）の親方は他の部屋とは少し違っ

た教育方針で力士を育てていますので、ぜひスポーツ振興委員のみなさんに見ていただきたい。」の一

言から。 

 

役員を中心に両日合わせて 40名ほどの参加でした。 

 

相撲部屋って「力士を育てる」ところと思っていましたが、そればかりだけではありませんでした。 

特に見学させていただいた「式秀部屋」は、「人を育てる」ということにも力を注いでいらっしゃい

ます。 

 

一般の社会になかなか馴染めない若い子を引き受けて、相撲の上下関係、礼儀作法、しきたりといっ

た厳しい社会を学び、経験し、少しずつ自信を付けて再び一般の社会に送りだそうとしていることを聞

きました。 

 

今、スポーツ界は素質のある子や学生など、即戦力となる子をどんどんスカウトしています。 

女将さんはそのことがすごく心配だとおっしゃっていました。 

 

「心身共にまだまだ未熟な若い子たちなのでしっかりとした教育が必要」だと。 

 

親方も愛情をもって力士に接している事が伺えました。 

稽古に疲れて気を抜いてしまった力士には、親方はものすごい大きな声で怒鳴ります。 

 

「そんなことでは怪我するぞー！」 

 

たしかに怪我をしてもおかしくない場面でした。 

 

また、力士をしっかり観察しています。 

何気ない仕草を見抜き、 

 

「痛いのなら無理をするな」 



大事に育てているのだなあと。 
 
見学したスポーツ振興委員の方々は、このほかにも多々感じることはあったと思います。 
きっと身近な方や地域の方々に伝えていただけると思います。 

 
最後にこうした見学に快くお引き受けいただいた親方、女将さん、そして部屋の皆様に

感謝申し上げます。 
また、名古屋場所でのますますのご活躍を心よりお祈り申し上げます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 親方(右)と横井会長 
 
 
 

式秀部屋の紹介 
 師匠 式守 秀五郎（元小結大潮）生涯戦歴９６４勝９２９敗４７休 

 敢闘賞／技能賞各１回 
 力士〔幕 下〕 千昇（せんしょう） 
         大河（たいか） 
         潮光山（ちょうこうざん） 
   〔三段目〕 海翔（かいしょう） 
         哲光（てつひかり） 
   〔序二段〕 玉光（たまひかり） 
         潮来（いたこ） 
   〔序の口〕 大徳（だいとく） 
         若戸大橋（わかとおおはし） 
         式乃川（しきのかわ） 
         秀豊（しゅうほう） 
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